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献血に協力してっち！

献血キャラクター
「けんけつちゃん」

献血は　　　　　とうとい命
　を守る　　　　　愛の贈り物

　

輸
血
は
、
交
通
事
故
な
ど
の
大
き
な
け
が

や
手
術
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
な
ど
継
続
的
な

治
療
が
必
要
な
病
気
に
も
不
可
欠
で
す
（
左

グ
ラ
フ
参
照
）
。

　

病
院
で
は
、
毎
日
多
く
の
患
者
が
輸
血
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
輸
血
用
血
液
は
、
人
工

的
に
つ
く
っ
た
り
、
長
期
保
存
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
常
に
献
血
は
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 献

血
は
常
に
必
要

　全国で年間約525万人が協力している、大切な命を救う献血。しかし、近年、若
者を中心に献血者数は減少し続け、将来、深刻な血液不足が予想されています。
　今回は、献血の必要性と受け方について紹介します。

悪性新生物
38.4%

血液及び
造血器
16.2%

循環器系
17.6%

消化器系
8.8%

尿路性器系 2.2%

疾病別輸血状況（2011年東京都）

東京都福祉
保健局調べ

妊娠分べん 0.6%
損傷・中毒及びその他の外因 3.5%

その他 12.7%
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献血はとうとい命を救う愛の贈り物

　

輸
血
を
受
け
る
人
の
約
9
割
が
50
歳
以
上

で
す
。
今
後
も
少
子
高
齢
化
に
よ
り
輸
血
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
が
ふ
え
続
け
、
献
血
を

担
う
若
者
は
減
少
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
に
若
者
の
献
血
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
状
況
に
反
し

て
、
10
〜
20
代
の
献
血
者
は
、
10
年
前
に
比

べ
て
35
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
献
血
が
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

2
0
2
7
年
に
は
約
1
0
1
万
人
分
の
血
液

が
足
り
な
く
な
る
と
推
測
さ
れ
、
危
機
的
な

状
況
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
（
左
グ

ラ
フ
参
照
）
。

献
血
者
が
減
少
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必要献血者延べ人数が最大約549万人
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2027年には約101万人の献血者延べ
人数が不足するという推計になる

献血不足者数
献血率59％（2009年実績値）
で推移した場合の献血者延べ
人数の推計値

必要献血者延べ人数の推計

　

献
血
は
、
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と

2
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
、
成
分
献
血
の

3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
輸
血
用
血
液
は
献
血
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
現
場
が
必
要
と
し

て
い
る
血
液
製
剤
の
大
部
分
は
4
0
0
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
と
成
分
献
血
か
ら
で
き
る
製

剤
で
す
。
A
・
O
・
B
・
AB
や
Rh
な
ど
の
血

液
型
が
同
じ
で
も
、
血
液
は
一
人
一
人
で
微

妙
に
違
い
ま
す
。
免
疫
反
応
に
よ
る
重
大
な

副
作
用
や
、
肝
炎
な
ど
の
輸
血
後
感
染
症
の

危
険
性
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

少
人
数
の
献
血
者
に
よ
る
血
液
を
使
う
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の
安
全

の
た
め
に
、
採
血
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
0
0
mL
（
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

　
　
　
の
献
血
に
ご
協
力
を

400mL献血は、患者さんの副作用の
可能性が低く、安全性が向上します。軽

い

患
者
さ
ん
へ
の
負
担

400mL献血の場合
200mL献血の場合

4人
2人

◆
献
血
が
で
き
る
人

　

献
血
す
る
人
の
安
全
と
、
そ
の
血
液
を
輸

血
す
る
人
の
安
全
の
両
方
を
守
る
た
め
、

○
16
〜
69
歳
の
健
康
な
人（
65
歳
以
上
の
人

　
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る

　
人
）で
、左
表
の
採
血
基
準
に
該
当
す
る
人

◆
献
血
が
で
き
な
い
人

×
体
調
不
良
、
服
薬
中
、
発
熱
な
ど
の
人

★
服
薬
中
の
人
は
、
服
薬
目
的
に
よ
り
医
師

　
が
可
否
を
判
断
し
ま
す
の
で
、
薬
剤
名
が

　
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

献
血
が
で
き
る
基
準

×
3
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療
を
し

　

た
人

×
一
定
期
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
た
人

×
6
か
月
以
内
に
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
た
り

　

入
れ
墨
を
入
れ
た
人

×
心
臓
病
・
悪
性
腫
瘍
・
血
液
疾
患
・
ぜ
ん

　

そ
く
・
け
い
れ
ん
性
疾
患
・
脳
卒
中
な
ど

　

特
定
の
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

×
4
週
間
以
内
に
海
外
へ
行
っ
た
人

×
輸
血
歴
・
臓
器
移
植
歴
の
あ
る
人

×
エ
イ
ズ
、肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
保
有
者
、

　

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
人
、

　

ま
た
は
そ
れ
と
疑
わ
れ
る
人

×
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
人　

な
ど

献血方法別の採血基準

項　目

全血献血 成分献血

200mL 全血献血 400mL 全血献血 血しょう成分献血 血小板成分献血

1回献血量 200mL 400mL 600mL以下
（循環血液量の12％以内） 400mL以下

年　齢 16～69歳※ 男性：17～69歳※
女性：18～69歳※ 18～69歳※ 男性：18～69歳※

女性：18～54歳　

体　重 男性：45kg以上
女性：40kg以上

男女とも
50kg以上

男性：45kg以上
女性：40kg以上

最高血圧 90mmHg以上

血色素量
（ヘモグロビン
　　　　　濃度）

男性：12.5g/dL以上
女性：12.0g/dL以上

男性：13.0g/dL以上
女性：12.5g/dL以上

12.0g/dL以上
（赤血球指数が標
準域にある女性は
11.5g/dL以上）

12.0g/dL以上

血小板数 ―――― ―――― ―――― 15万/μL以上

年間
献血回数

男性：6回以内
女性：4回以内

男性：3回以内
女性：2回以内

血小板成分献血1回を2回分に換算し
て血しょう成分献血と合計で24回以内

年間
総献血量

200mL献血と400mL献血を合わせて
男性：1,200mL以内
女性：   800mL以内

―――― ――――

献血の間隔表
　　今回の
次回　　献血
の献血

200mL 全血献血 400mL 全血献血 血しょう
成分献血

血小板成分
献血※

200mL 全血献血

 男女とも 4 週間後 
 の同じ曜日から献
 血できます

 男性は12週間後・ 
 女性は16週間後の
 同じ曜日から献血
 できます

 男女とも 2週間後の同 
 じ曜日から献血できま
 す400mL 全血献血

血しょう成分献血  男女とも 8週間後 
 の同じ曜日から献
 血できます血小板成分

献血※

重い
軽い

※65歳以上の人の献血は、60～64歳の間に献血経験がある人に限ります。

※血しょうを含まない献血
　をした場合、1 週間後血小
　板成分献血ができます。
　ただし、4 週間に4回した
　場合、次回まで4週間以上
　期間をあけてください。

◆
冬
場
は
特
に
献
血
者
が
減
少

　

冬
場
の
1
〜
3
月
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
が
流
行
し
て
体
調
を
崩
し
た
り
、
薬
を

服
用
し
た
り
す
る
人
が
多
く
な
る
た
め
、
献

血
者
が
減
少
し
ま
す
。

献血の
　種類


